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「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
令
和
元
年

５
月
31
日
に
公
付
さ
れ
、
毎
年

10
月
を
「
食
品
ロ
ス
削
減
月

間
」、
10
月
30
日
を
「
食
品
ロ

ス
削
減
の
日
」
と
し
て
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、
食
品
ロ
ス
削

減
対
策
と
し
て
、「
ど
さ
ん
こ

愛
食
食
べ
き
り
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を

減
ら
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

静
内
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
４
９
‐
０
２
８
９
（
直
通)　

家庭でできる
食品ロス削減

１０月は食品ロス削減月間です食品ロスとは
まだ食べられるのに捨てられた食品のこ
とで日本全体では年間で 643 万トン（※）
発生し、このうちの約半分は家庭から出
ています。　　　※国による推計（平成 28 年度）

全 国 の み ん な が
毎 日 の お 茶 碗 約
１ 杯 分 の ご 飯 を
捨 て て い る こ と
になるんだよ！

　

家
庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
は

ど
う
し
て
で
る
の
？

毅
食
べ
残
し

　

食
卓
に
の
ぼ
っ
た

食
品
の
う
ち
、
食
べ

ら
れ
ず
に
捨
て
ら
れ

た
も
の

毅
直
接
廃
棄

　

消
費
期
限
や
賞
味

期
限
切
れ
な
ど
で
、

手
つ
か
ず
の
ま
ま
捨

て
ら
れ
た
も
の

毅
過
剰
除
去

　

厚
く
む
き
過
ぎ
た

野
菜
の
皮
な
ど
、
食

べ
ら
れ
る
部
分
ま
で

捨
て
ら
れ
た
も
の

お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
き
ろ
う
！　

　
【
家
庭
５
か
条
】

１
１　
��!5!G!<!W!5

２　

作
り
す
ぎ
な
い

３　

む
き
す
ぎ
な
い

４　

捨
て
す
ぎ
な
い

５　

「
も
っ
た
い
な
い
」
「
あ
り

　
　
が
と
う
」
を
大
切
に

幼
稚
園
、
保
育
所
、

　
　
　
　
　

認
定
こ
ど
も
園

対
象
者
・
保
育
料

毅
３
歳
か
ら
５
歳(

年
少
か
ら
年
長

児)

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料

が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

※
給
食
費
、
通
園
送
迎
費
、
行
事

費
な
ど
は
、
保
護
者
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一
部
の

世
帯
に
つ
い
て
は
、
副
食
（
お

か
ず
、
お
や
つ
な
ど
）
の
費
用

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

毅
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
を
対
象
と
し
て
保
育
料

が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
～
不
要

10 月１日から幼児教育の
無償化がスタートします

保育料・利用料
の無償化

幼稚園、 保育所、 認定こども園など

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

対
象
者
・
利
用
料

毅
町
か
ら
「
保
育
の
必
要
性
の
認

　

定
」
を
受
け
た
方
が
無
償
化
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

毅
上
限
額

　

日
額
４
５
０
円
×
利
用
日
数
分

（
月
額
１
１
，
３
０
０
円
ま
で)

手
続
き
～
通
わ
れ
て
い
る
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
を
経
由
し
て
の

申
請
に
な
り
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設(

院
内
保
育

所)

、
一
時
預
か
り

対
象
者
・
利
用
料

毅
町
か
ら
「
保
育
の
必
要
性
の
認

　

定
」
を
受
け
た
方
が
無
償
化
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
を
利
用
し
て
い
な
い

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毅
上
限
額

　

３
歳
か
ら
５
歳
は
、
月
額
３
７
，

　

０
０
０
円
ま
で
。
０
歳
か
ら
２

　

歳
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
は
、

月
額
４
２
，
０
０
０
円
ま
で

手
続
き
～
利
用
し
て
い
る
施
設
を
経

由
ま
た
は
役
場
へ
の
申
請
に
な

り
ま
す
。
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 【問合せ】
静内庁舎福祉課
☎ 49‐0288（直通） 

三石庁舎町民福祉課
☎ 33‐2112（直通）

保育の必要性の認定の申請書類は、役場および一部施設（幼稚園、認定こども園）で配
布しているほか、町公式ホームページからもダウンロードできます。

子ども医療費助成
健康づくり商品券

毅
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

15
歳
ま
で
（
満
15
歳
に
な
っ

　

た
日
以
降
最
初
の
３
月
31
日

　

ま
で
）
の
子
ど
も
で
次
の
①
、　

　

②
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
こ
と

①
診
療
日
に
町
内
に
住
所
を
有

　

す
る
こ
と

②
診
療
日
に
新
ひ
だ
か
町
重
度

　

･

ひ
と
り
親
家
庭
等･

乳
幼
児

　

等
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な

　

っ
て
い
る
こ
と

毅
商
品
券
換
算
の
計
算
方
法

子
ど
も
一
人
ご
と
に
か
か
っ
た

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
を

診
療
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

申
請
ご
と
に
計
算
し
、
５
０
０

円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
ま

す
。
切
り
捨
て
た
額
は
、
次
回

申
請
に
繰
り
越
し
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
診
療
月
ご
と
に
ま
と
め

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

毅
必
要
書
類

①
子
ど
も
の
保
険
証

②
各
種
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
（
対
象

者
の
み)

※
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
や

高
額
療
養
費
な
ど
保
険
者
か
ら

の
支
給
決
定
通
知
書
な
ど

③
医
療
機
関
の
領
収
書
な
ど

④
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

毅
申
請
方
法

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
保
護
者

か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

毅
申
請
期
限  

  

診
療
日
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以
内

　

問
合
せ

　
　

静
内
庁
舎
福
祉
課　

　
　
☎
４
９
‐
０
２
８
６
（
直
通
）　
　
　

　
　

三
石
庁
舎
町
民
福
祉
課

　
　

☎
３
３
‐
２
１
１
２
（
直
通
）

子どもにかかった医療費を
新ひだか町健康づくり商品券

で助成します。

新ひだか町幼児教育無償化フローチャート

課税 非課税

０～２歳

ある ない

対象外

ある

該当する 該当
しない

保育の必要性の
認定手続き必要

保育料無償
（手続き不要）

一時預かり・認
可外保育施設利
用料無償

対象外
保育料・預かり
保育利用料無償

保育料のみ無償
（手続き不要）

保育料無償
（手続き不要）

一時預かり・認
可外保育施設利
用料無償

対象外

保育の必要性の
認定手続き必要

保育の必要性の
認定手続き必要

該当する 該当
しない

ある ない

該当する 該当
しない

ある幼稚園・認定こども園（１

号認定）

保育所・認定こども園（２

号認定）

ある ない

３～５歳平成 31 年４月１日時点の年齢
保育所・幼稚園・認定こども園の利用が

利用している施設は
一時預かり、認可外
保育施設の利用が

保育の必要性の要件に

幼稚園の預かり保育の利用が
一時預かり・認可外
保育施設の利用が

保育の必要性の要件に保育の必要性の要件に

住民税が

保育所の利用が

毅
対
象
と
な
る
医
療
費

医
療
費
の
う
ち
の
保
険
診
療

分
で
、
各
種
医
療
費
助
成
を

適
用
し
た
後
の
自
己
負
担
額

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
食
事

療
養
費
・
健
康
診
断
料
・
文

書
料
・
交
通
費
な
ど
は
対
象

外
で
す
）

町公式ホームページから
申請書が印刷できます。

町内にお住まいで町外の施設を利用されている方は、役場担当窓口までお問合せください。

( 平成 31 年４月１日時点の年齢で判定します )

ど
さ
ん
こ
愛
食
食
べ
き
り
運
動



大
学
生
な
ど
に
対
す
る

給
付
型
奨
学
金

対
象
者

　

大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

（
専
門
学
校
）
、
高
等
専
門
学
校

（
4
年
次
以
降
）
、
そ
の
他
教
育

委
員
会
が
認
め
る
学
校
な
ど
に

修
学
す
る
方

支
給
額

　

月
額
４
０
，
０
０
０
円
以
内
（
町

内
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

は
、
月
額
２
０
，
０
０
０
円
以

内
の
加
算
措
置
あ
り
）

選
考
基
準

毅
共
通
条
件

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の

子
弟

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

③
成
績
な
ど
が
優
秀
お
よ
び
性
行

善
良

毅
家
計
に
関
す
る
基
準

　

生
計
を
一
に
す
る
全
員
の
「
住

民
税
所
得
割
」
が
「
非
課
税
」

で
あ
る
こ
と

毅
成
績
な
ど
に
関
す
る
基
準

①
高
校
生
な
ど
に
対
す
る
奨
学
金

は
、
直
近
１
年
間
に
お
け
る
全

教
科
の
成
績
が
、
５
段
階
評
価

で
、
「
平
均
４
．
１
以
上
」
で
あ

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
成
績

な
ど
が
優
秀
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
で
修
学
困

難
な
状
況
で
あ
る
生
徒
お
よ
び

学
生
に
対
し
、
奨
学
金
事
業
（
返

還
不
要
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
な
ど
に
対
す
る

給
付
型
奨
学
金

対
象
者

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校

（
３
年
次
ま
で
）
、
中
等
教
育

学
校
（
後
期
課
程
）
、
そ
の
他

教
育
委
員
会
が
認
め
る
学
校

な
ど
に
修
学
す
る
方 

支
給
額

　

月
額
１
０
，
０
０
０
円
以
内

（
通
学
の
た
め
交
通
機
関
を

利
用
し
て
運
賃
な
ど
を
負
担

し
て
い
る
方
は
、
月
額
３
，

０
０
０
円
以
内
の
加
算
措
置

あ
り
）

申
請
期
間

　
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で 　

（
消
印
有
効
）

※
令
和
２
年
度
の
在
学
申
請

　

は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。

問
合
せ

　

教
育
委
員
会
管
理
課

　

☎
４
９
‐
０
０
８
８
（
直
通)

る
こ
と

②
大
学
生
な
ど
に
対
す
る
奨
学
金

は
、
直
近
１
年
間
に
お
け
る
全

教
科
の
成
績
が
、
５
段
階
評
価

で
、
「
平
均
４
．
３
以
上
」
で
あ

る
こ
と

③ 

①
お
よ
び
②
に
か
か
わ
ら
ず
、

「
新
ひ
だ
か
町
教
育
委
員
会
表

彰
」
を
受
賞
し
た
方
で
、
そ
の

表
彰
事
由
に
よ
り
進
学
す
る
方

は
、
「
成
績
等
が
優
秀
」
で
あ
る

も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

毅
性
行
に
関
す
る
基
準

①
品
性
、
態
度
、
行
動
な
ど
が
健

全
で
あ
る
こ
と

②
良
識
あ
る
社
会
人
と
し
て
活
躍
で

き
る
資
質
を
備
え
た
方
で
あ
る

こ
と

手
続
方
法

申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記

載
の
う
え
、
教
育
委
員
会
管
理

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
請
書
な
ど
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き

ま
す
。

毅
奨
学
金
支
給
申
請
書

毅
直
近
１
年
間
の
学
業
成
績
証
明
書

毅
推
薦
書

毅
在
学
証
明
書

毅
直
近
１
年
間
の
所
得
課
税
証
明

書
（
生
計
を
一
に
す
る
全
員
分
）
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売
却
方
法

２
台
一
括
で
の
売
却
と
し
ま
す
。

最
低
見
積
価
格

２
０
０
，
０
０
０
円
（
２
台
一

括
で
の
価
格
）　

保
管
場
所

三
石
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
（
三

石
東
蓬
莱
10
番
地
）

見
積
も
り
合
わ
せ
の
要
領

毅
参
加
資
格　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
町
内
に
本
店
・
支
店
・
営
業
所

を
設
置
し
て
い
る
法
人
ま
た
は

事
業
者

③
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
各

種
団
体

参
加
除
外
対
象
者　

①
契
約
の
能
力
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
方
（
民
法
の
制
限
行
為
能

力
者
）

②
破
産
手
続
き
を
受
け
て
い
る
方

③
公
有
財
産
事
務
に
従
事
す
る
新

　

ひ
だ
か
町
職
員

④
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る

暴
力
団
お
よ
び
暴
力
団
員

⑤
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

中型バスを
売払いします

　

町
で
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の

更
新
に
伴
い
、

そ
れ
ま
で
使
用

し
て
い
た
バ

ス
を
売
払
い
し

ま
す
の
で
、
見

積
も
り
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
と
お

り
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

＜バスの状況＞　
毅規格：46 人乗り中型バス
毅初度登録：平成 9 年 3 月
毅車検：平成 31 年 4 月 5 日満了
毅走行距離：509 千㎞（９月２日現在）
毅車体の老朽化が著しい
毅車検満了時まで使用し、その後は車庫にて　　
　保管

＜バスの状況＞　
毅規格：42 人乗り中型バス
毅初度登録：平成 11 年 3 月
毅車検：平成 31 年 3 月 4 日満了
毅走行距離：563 千㎞（９月２日現在）
毅車体の老朽化が特に著しい
毅平成 30 年 11 月に故障し、その後は車庫に

て保管

参
加
受
付
期
限

　

10
月
11
日
㈮

　
13
時
00
分
ま
で
必
着

申
し
込
み
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
持
参

の
い
ず
れ
か
。
な
お
、
持
参
の

場
合
は
、
教
育
委
員
会
管
理
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様

　

式
を
印
刷
で
き
ま
す

見
積
も
り
方
法
な
ど

見
積
額
は
、
上
記
の
「
最
低
見

積
価
格(

予
定
価
格)

」
以
上
の

金
額
の
う
ち
、
最
も
高
い
額
を

見
積
も
っ
た
方
に
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
決
定
額
に
は
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
相
当
額
（
10
％
）

を
加
算
し
て
契
約
し
ま
す
。

そ
の
他

①
申
し
込
み
は
世
帯
、
法
人
、
団

　

体
、
事
業
所
ご
と
に
１
人
ま
で

　

と
し
ま
す
。

②
申
し
込
み
を
受
け
付
け
た
方
に
対

し
て
は
、
５
日
以
内
に
確
認
書

を
郵
送
し
ま
す
。
申
し
込
み
か

ら
５
日
を
経
過
し
て
も
確
認
書

が
郵
送
さ
れ
な
い
場
合
は
、
必

ず
教
育
委
員
会
管
理
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
車

検
が
切
れ
て
お
り
、
老
朽
化

も
著
し
い
状
態
で
す
。
こ
の

た
め
、
引
き
渡
し
時
に
は
レ
ッ

カ
ー
車
な
ど
に
よ
る
移
動
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

④
こ
の
見
積
も
り
に
は
、
瑕か

し疵

　

担
保
責
任
を
求
め
な
い
こ
と

（
ノ
ー
ク
レ
ー
ム
）
を
確
約
さ

　

れ
る
方
の
み
参
加
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

⑤
名
義
変
更
な
ど
の
所
有
権
移

転
や
登
録
抹
消
な
ど
に
必
要

な
経
費
の
ほ
か
、
輸
送
経
費

な
ど
に
つ
い
て
も
、
全
て
購

入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑥
後
日
、
車
両
の
公
開
日
を
設

け
る
予
定
で
す
。

⑦
対
象
物
品
引
き
渡
し
後
、
物

品
（
車
両
）
に
表
示
さ
れ
て

い
る
町
名
お
よ
び
教
育
委
員

会
名
は
剥は

く

り離
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

〒
０
５
６
‐
０
０
１
４

　

 

静
内
古
川
町
１
丁
目
１
番
２
号

　

教
育
委
員
会
管
理
課

　

☎
４
９
‐
０
０
８
８
（
直
通)

　

FAX
４
３
‐
３
９
５
５

令和２年度
新ひだか町
奨学金制度

対
象
者

医
療
技
術
者
等
養
成
施
設
に
在

学
し
、
ま
た
は
入
学
が
決
定
し

て
い
る
方
で
、
か
つ
将
来
町
内

医
療
機
関
な
ど
に
お
い
て
業
務

に
従
事
す
る
意
志
が
あ
る
方

貸
付
金
額

毅
医
師
・
歯
科
医
師

　

月
額

１
５
０
，
０
０
０
円
以
内

毅
薬
剤
師
・
診
療
放
射
線
技

師
・
臨
床
検
査
技
師
・
臨
床

工
学
技
士
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
保
健
師
・
助

産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師

月
額

５
０
，
０
０
０
円
以
内

選
考
基
準　

上
記
奨
学
金
制
度
に
準
じ
ま

す
が
、
成
績
な
ど
に
関
す
る

基
準
の
③
は
除
き
ま
す
。

返
還
義
務

毅
免
許
取
得
後
、
定
め
ら
れ
た

日
ま
で
に
町
内
の
医
療
機
関

な
ど
に
勤
務
し
た
場
合
は
、

そ
の
勤
務
期
間
に
応
じ
返
還

を
免
除
し
ま
す
。

申
請
期
間

　

令
和
２
年
３
月
２
日
か
ら
令

　

和
２
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ

　

健
康
推
進
課
（
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
内
）

　

☎
４
２
‐
１
２
８
７

新ひだか町
医療技術者等

修学資金貸付制度

医療技術者を志している方は
こちらも併用可能です

※詳しくは、町公式ホームページをご覧ください

10 月 1 日
予約申請受付開始



健
康
ま
つ
り

と　

き
／ 

10
月
５
日
㈯

　

10
時
00
分
～
14
時
00
分

と
こ
ろ
／ 

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

主
な
イ
ベ
ン
ト

毅
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
カ
ラ

　

ダ
引
き
し
め
こ
こ
ろ
癒
す

　

 

10
時
00
分
～
11
時
30
分

毅
浜
の
か
あ
さ
ん
直
伝
！
「
親
子

　
で
い
か
の
さ
ば
き
方
講
座
」

　

 

11
時
30
分
～
13
時
30
分

※
参
加
料
は
、
１
組
１
，
０
０
０

　

円
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

毅
講
演
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
ね

　

む
り
と
深
～
い
関
係
が
あ
る
」

　

12
時
30
分
～
13
時
45
分

問
合
せ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
２
‐
１
２
８
７

シ
ベ
チ
ャ
リ
駅
伝
大
会

と　

き

　

10
月
13
日
㈰

　

10
時
00
分
（
開
会
式
）

コ 

ー
ス
／
ピ
ュ
ア
前
発
着
町
内
環

状
コ
ー
ス

ク 

ラ
ス
／
小
学
生
男
・
女

　

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス

チ 

ー
ム
／
小
学
４
年
生
以
上
の
５

人
で
編
成

※ 

大
会
当
日
の
10
時
00
分
か
ら
12

時
30
分
ま
で
は
、
御
幸
通
り
が

車
両
進
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

静
内
体
育
館

　

☎
４
２
‐
０
０
４
８

乗
馬
教
室

毅
町
民
子
ど
も
乗
馬
体
験
教
室

と　

き

   

10
月
５
日
㈯
、
19
日
㈯

　

10
時
00
分
～
11
時
30
分

対 

象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
原

則
６
歳
以
上
中
学
３
年
生
以
下

の
乗
馬
初
心
者

定　

員
／
各
２
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
５
２
０
円
（
用
具
代
込
）

情報ボックス

182019‐10 shinhidaka 　19 shinhidaka 2019‐10

情報ボックス ／ まなびの広場

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
き
ず
な
」
入
居
者

募
集
部
屋
数
／
１
室
（
単
身
用
）

対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
60

　

歳
以
上
で
、
自
炊
お
よ
び
日
常

　

生
活
に
お
い
て
自
立
で
き
る
身

　

体
状
況
の
方
で
あ
り
、
町
税
な

　

ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
確
実
な
保
証
能
力
の
あ
る
身
元

　

引
受
人
２
人
（
１
人
は
原
則
町

　

内
在
住
者
）
が
必
要
で
す
。

施 

設
概
要
／
全
室
個
室
で
オ
ー
ル

電
化
。
キ
ッ
チ
ン
、
電
磁
調
理

器
、
ト
イ
レ
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、

電
気
温
水
器
完
備

※
緊
急
通
報
装
置
接
続
の
た
め
固

　

定
電
話
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

利 

用
料
金

　

月
額
２
０
，
０
０
０
円

　
　

～
３
０
，
０
０
０
円

※ 

11
月
か
ら
３
月
ま
で
暖
房
費

３
，
０
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

※ 

料
金
は
、
前
年
の
収
入
状
況
な

ど
で
変
わ
り
ま
す
。

※
各
居
室
の
生
活
に
要
す
る
費
用

　

（
電
気
料
、
上
下
水
道
料
な
ど
）

   

は
別
途
負
担
と
な
り
ま
す
。

応
募
先
（
問
合
せ
）

　

指
定
管
理
者 

有
限
会
社
さ
く
ら

　

☎
４
３
‐
３
５
５
６

募
　
　
集

廃
校
舎
の
利
活
用

　

町
で
は
、
統
廃
合
に
よ
り
閉
校

と
な
っ
た
校
舎
な
ど
を
売
却
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
事
業
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
土
地
・
建
物
の
一
括
購

入
の
場
合
に
限
り
、
建
物
（
校
舎
・

住
宅
）
は
無
償
譲
渡
と
し
、
土
地

価
格
（
測
量
費
用
を
含
む
）
の
み

で
売
却
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
や
必
要
書
類
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
契
約
管
財
課

窓
口
で
「
提
案
募
集
要
項
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

静
内
庁
舎
契
約
管
財
課

☎
４
９
‐
０
２
７
６
（
直
通)

●旧春立小学校●旧本桐小学校

●旧川上小学校●旧延出小学校

※詳しくは、 町公式ホームページをご覧ください。 　

テ
レ
ビ
番
組
参
加
者

　

札
幌
テ
レ
ビ
放
送
の
夕
方
情
報

番
組
「
ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
」
の
「
秋

の
お
宝
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
新
ひ
だ

か
町
に
や
っ
て
き
ま
す
。
道
の
駅

み
つ
い
し
を
会
場
に
、
日
高
の
魅

力
を
生
放
送
で
紹
介
す
る
番
組
で

す
。

　

番
組
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
奥
さ

ん
お
絵
か
き
で
す
よ
！
」
、
「
皆
さ

ん
の
お
宝
持
っ
て
き
て
！
」
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

番
組
名

ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
１
７
９
『
秋

の
お
宝
キ
ャ
ラ
バ
ン
in 

日
高
』

と　

き 

　

９
月
27
日
㈮

　

15
時
48
分
～
18
時
00
分

と
こ
ろ

　

道
の
駅
み
つ
い
し

募
集
内
容

①
奥
さ
ん
お
絵
か
き
で
す
よ
！

毅 

受
付
時
間

14
時
45
分
～
15
時
15
分

②
皆
さ
ん
の
お
宝
持
っ
て
き
て
！

毅
受
付
時
間

14
時
45
分
～
18
時
00
分

問
合
せ

　

静
内
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
４
９
‐
０
２
９
４
（
直
通
）

秋
の
町
民
登
山
大
会

　

静
内
山
岳
会
で
は
、
静
内
豊
畑

地
区
に
あ
る
ペ
ラ
リ
山
（
標
高

７
１
８
ｍ
）
の
登
山
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き

　

10
月
20
日
㈰

　

８
時
30
分
（
集
合
）

と
こ
ろ
／
役
場
静
内
庁
舎
前

※
登
山
口
ま
で
バ
ス
移
動

定　

員

　
30
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

参 

加
料

　

１
，
０
０
０
円　

 

※
小
学
生
以
下
無
料

持 

ち
物

　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

そ 

の
他

　

軽
登
山
の
服
装
で
、
手
袋
は
必

　

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
熊
よ

　

け
の
鈴
を
つ
け
る
と
安
心
で
す
。

申
込
み
／
静
内
体
育
館

　

☎
４
２
‐
０
０
４
８

問
合
せ

　

静
内
山
岳
会
（
静
内
薬
局
）

　

☎
４
２
‐
０
３
３
８

　

新
雪
荘
ス
ポ
ー
ツ
店

　

☎
４
２
‐
５
８
１
３

イ
ベ
ン
ト

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

と　

き

　

9
月
28
日
㈯

　

13
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ
／
公
民
館

第
１
部　

13
時
30
分
～

　

映
画
上
映
「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な

　

た
で
よ
か
っ
た
～
」

第
２
部　

15
時
40
分
～

（
講 

演
）

   

ケ
ア
ニ
ン
に
学
ぶ
介
護
の
世
界

（
講 

師
）
㈱
あ
お
い
け
あ　

代
表

　

加
藤
忠
相
氏

申
し
込
み
／
不
要

参
加
料
／
無
料

問 

合
せ
／
日
高
地
方
精
神
保
健
協

会
事
務
局
（
浦
河
保
健
所
内
）

　

☎
０
１
４
６
‐
２
２
‐
３
０
７
１

毅
町
民
乗
馬
体
験
教
室

と　

き

　

10
月
12
日
㈯
、
26
日
㈯

　

10
時
00
分
～
11
時
30
分

対 

象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
16

歳
以
上
の
乗
馬
初
心
者

定　

員
／
各
２
人
（
先
着
順
）

参
加
料

　

１
，
０
６
０
円
（
用
具
代
込
）

と 

こ
ろ
／
各
教
室
と
も
ラ
イ
デ
ィ

　

ン
グ
ヒ
ル
ズ
静
内 

問
合
せ

　

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
静
内

　

☎
４
２
‐
１
１
３
１

幼児芸術鑑賞会（鑑賞無料）
公 演 名　　人形劇・ミニコンサート

　　　　　『ピノッキオ＆ミニコンサート』（劇団こぐま座）

と　  き　　10月８日（火）　 ９時３０分（開場）
　　　　　　　　　　　　　 　１０時００分（開演）

と こ ろ　　公民館　１階大会議室

対 象 者　　町内にお住まいの就学前の幼児（保護者同席可）

【問合せ】総合町民センター   ☎ 33‐2222

建
設
産
業
体
験
フ
ェ
ア

　

日
高
振
興
局
と
日
高
建
設
協
会

で
は
、
建
設
産
業
へ
の
理
解
を
深

め
、
就
業
促
進
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
建
設
産
業
体
験
フ
ェ
ア

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き

　

10
月
5
日
㈯

　

10
時
00
分
～
15
時
00
分

※
悪
天
候
の
場
合
は
６
日
㈰

と
こ
ろ

　

イ
オ
ン
静
内
店
駐
車
場

対
象
者

　

高
校
生
以
下

内　

容

　

ミ
ニ
重
機
試
乗
体
験
、
ド
ロ
ー

ン
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
防

災
体
験
、
林
業
機
械
の
お
も

ち
ゃ(

ジ
オ
ラ
マ)

展
示
な
ど

参
加
料
／
無
料

問
合
せ

　

静
内
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
４
９
‐
０
２
９
３
（
直
通
）



水
泳
教
室

毅
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と　

き

　

10
月
８
日
㈫
、
10
日
㈭
、
15
日

　

㈫
、
17
日
㈭

　

①  

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
18
時
30
分
～
19
時
30
分　

対 

象
者

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
高
校
生
以

　

上
の
方

定　

員
／
各
10
人
（
先
着
順
）

内 　

容

　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と

　

し
た
水
中
運
動
の
実
技
指
導

参 

加
料
／
１
，
０
０
０
円
（
申
込

時
に
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まなびの広場

　
　本校は昭和 37 年に高静小学校と
分割され、高静小学校校舎の一部を
借りて開校しました。同じ年に旧静
内中学校校舎を譲り受けて現在地
に至ります。児童数最多の年度は
昭和 47 年度であり、829 人の児童
が在籍しました。この年度を境に児童数は減少の一
途をたどり、現在では 167 人の児童が通っています。
　本校の教育目標である「よく考える子」「思いやり
のある子」「たくましい子」の具現化に向け、今年度
の指導の重点を【Ⅰ確かな学力の育成】【Ⅱ健康な心
身の育成】【Ⅲ学校外教育力の活用】とし、組織的な
教育活動による「子供力」の向上を図っています。

〈特色ある教育活動〉
◎確かな学力の育成
　本校では、子どもたちが主体的に学び、基礎基本
を身に付け、相互に学び合う中で思考力や表現力な
どを向上させることができるよう、今年度から算数
科学習において授業改善（これまでの授業の流れを
変えるなど）の研修を進めています。ほかにも、家
庭と連携した家庭学習習慣の定着や低正答率問題の
繰り返し学習、学生ボランティアや教育委員会の協
力を得て長期休業サポート学習を実施しています。
◎ふるさと学習
　町内小中学校では、地域の理解を深め、郷土に対
する愛着や誇りを育む「ふるさと学習」が行われて
います。本校においては地域人材との連携・協働を
通じて、子どもたちが「地域の魅力」や「地域の方々

と学ぶ、活動するよさや喜び」を体感できる教育活
動の推進を進めているところです。
　この活動を通して、地域を見つめ、地域への貢献
の思いや実践力を育みま
す。また、地域のよさを他
地域に発信します。先日も
３年生児童が校区内の地域
住民の方々に「静内川右岸
の環境整備」の呼びかけをし、
多くの方々に賛同いただき活動を進めることができ
ました。また、４年生は、町の基幹産業である「馬
育成」の学習に取り組んでおり、牧場見学の中で育
成業に勤められる方々の馬への深い愛情を体感した
り、競走馬競り市見学を通して、産業を通じた全国
とのつながりを学んだりしました。
　他学年についても地域の方々から多くのお力添え
をいただきながら活動を推進できることに日々感謝
しております。これからも子どもたちの健やかな成
長に向け職員一同努めてまいりますので、今後とも
ご指導とご支援をお願いします。

　　　　　　 静内小学校校長　小泉 卓真

静内小学校

Vol.４

※ライディングヒルズ静内見学の様子
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▼自衛官募集案内

▼

募集コース 応募資格 締め切り 採用試験日

自衛官候補生 18歳～33歳未満 11月14日㈭ 11月23日㈯～24日㈰のうち１日

防衛医大
医学科 18歳～21歳未満

９月30日㈪

10月26日㈯～27日㈰

看護学科 18歳～24歳未満 10月19日㈯

防衛大学校 18歳～21歳未満 11月９日㈯～10日㈰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】自衛隊札幌地方協力本部　静内分駐所　☎44‐2855　

温水プール開館時間の変更
  静内温水プールでは、10月１日から開館時間を
次のとおり変更します。

曜　日 変更前 変更後
火 ～ 金 曜 日 10時 00分

～ 20時 30分
13時 00分～ 20時 30分

土・日・祝日 10時 00分～ 17時 30分

　※10月14日㈪は開館します。（10時00分～17時30分）

【問合せ】静内温水プール   ☎ 42‐6322

初めての試み！小学校の授業でせりを見学！　

　静内小学校 4 年生が 8 月 21 日から開催された

北海道サマーセールの見学に行きました。

　６月に生産牧場を見学し、生産者の馬に対する

思いや、サラブレッドの誕生からせりに出される

までを授業の中で学んできました。

　矢野牧場さんにご協力いただき、パレードリン

ク（市場に出る前の公開展示場）とせり会場を見

学しました。

「せり場は牧場が一生懸命馬を育て高く売れるよう

に努力し、それを評価してもらう場で、購入する

方も良い馬を購入するため真剣に取り組んでいま

す」と子どもたちに説明してくださいました。

　このような取り組みにより、馬産地ならではの

資源を知ってもらう機会を積極的に設け、それを

定着させていきたいと考えています。

　ご協力いただきまし

た矢野さんをはじめ、

日高軽種馬農業協同組

合の関係者の皆さま、

本当にありがとうござ

いました。

新ひだか町地域おこし協力隊活動レポート
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糸井いくみ 隊員

　　　　　学校教育での馬文化の伝承活動

ポニーが学校にやって来た！　

　9 月 4 日、静内小学校 2 年生を対象に馬と親し

む授業が行なわれました。

　昨年同様、今回もライディングヒルズ静内から

ポニーの「七一郎」が来校！

　体験乗馬の待ち時間には、｢ 七一郎クイズ ｣ や

「七一郎スケッチ」を行い、はじめは遠くから見て

いた子どもたちもだんだん近づき、鼻の位置や蹄
ひづめ

の色など細かく描いていました。　

　最後はクイズの答え合わせを獣医師の本間先生

と一緒に行い、馬の体について勉強しました。

　今後も学校の授業のカリキュラムを考え、学校

での馬の活用の可能性を探っていきます。馬が学

校のさまざまな場面に登場し、子どもたちにとっ

て身近な存在になるよう、これからも継続してい

きます。

※静内右岸の環境整備の様子


